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News from Yoshikawa City Council No.211

40％35％30％25％20％15％10％５％０％

市税 36.6％ 109億7,382万８千円

国庫支出金 19.9％ 59億6,807万５千円

地方交付税 11.2％ 33億4,487万８千円

市債 6.7％ 20億840万円

県支出金 6.9％ 20億8,140万５千円

地方消費税交付金 6.1％ 18億2,521万６千円

繰越金 4.2％ 12億6,389万２千円

その他 3.5％ 10億4,052万８千円

諸収入 2.4％ ７億787万４千円

繰入金 1.8％ ５億3,755万５千円

分担金及び負担金 0.7％ ２億698万４千円

令
和
８
年
９
月
定
例
会
は
、
８

月
31
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で
の
19

日
間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
令
和
７

年
度
吉
川
市
一
般
会
計
決
算
の
認

定
を
は
じ
め
、
令
和
８
年
度
吉
川

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

な
ど
の
市
長
提
出
議
案
22
件
、
議

員
提
出
議
案
と
し
て
２
件
の
意
見

書
な
ど
を
審
議
し
、
議
決
し
ま
し

た
。（
審
議
結
果
は
14
～
15
ペ
ー

ジ
）そ

の
他
、「
市
政
に
対
す
る
一

般
質
問
」（
９
～
13
ペ
ー
ジ
）
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和７年度 決算を認定しました

９
月
定
例
会

概　
要

歳入
区分 決算額

（千円）
対前年度比
 （千円）

市税 10,973,828 775,409
国庫支出金 5,968,075 △10,156
地方交付税 3,344,878 175,920
市債 2,008,400 △836,149
県支出金 2,081,405 111,961
地方消費税交付金 1,825,216 125,086
繰越金 1,263,892 △119,472
その他 1,040,528 △265,337
諸収入 707,874 △92,860
繰入金 537,555 143,048
分担金及び負担金 206,984 △68,448
歳入合計 29,958,635 △60,998

歳出
区分 決算額

（千円）
対前年度比
 （千円）

民生費 12,623,892 950,995
教育費 3,786,444 △171,409
土木費 3,149,295 △581,120
総務費 2,659,468 △302,189
公債費 2,347,927 217,979
衛生費 1,991,665 △130,853
消防費 1,375,779 102,729
諸支出金 580,586 355,183
農林水産業費 281,314 △6,343
議会費 208,619 4,337
商工費 132,860 △57,202
歳出合計 29,137,849 382,107

一般会計歳入� 299億5,863万５千円

一般会計歳出� 291億3,784万９千円
45％40％35％30％25％20％15％10％５％０％

民生費 43.3％ 126億2,389万２千円

教育費 13.0％ 37億8,644万４千円

土木費 10.8％ 31億4,929万５千円

総務費 9.1％ 26億5,946万８千円

公債費 8.1％ 23億4,792万７千円

衛生費 6.8％ 19億9,166万５千円

消防費 4.7％ 13億7,577万９千円

諸支出金 2.0％ ５億8,058万６千円

農林水産業費 1.0％ ２億8,131万４千円

議会費 0.7％ ２億861万９千円

商工費 0.5％ １億3,286万円

2



再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
小
中
学
校
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
児
童
生
徒
、
保
護
者

に
ど
の
よ
う
に
周
知
し
た
か
、

ま
た
省
エ
ネ
教
育
、
環
境
教
育

に
ど
の
よ
う
に
繋
げ
ら
れ
た
の

か
。

答�

学
校
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
周
知
・
教
育
に
つ
い
て

は
、
施
設
で
使
用
し
て
い
る
電

力
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１

０
０
％
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た

ポ
ス
タ
ー
を
、
全
小
中
学
校
に

掲
示
し
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
小
中

学
校
の
該
当
教
科
に
お
い
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
度

決
算
に
対
す
る

議
案
質
疑
の
ご
紹
介

◆特別会計・企業会計
特別会計は、特定の目的のための会計です。
例えば、皆さんの健康維持に欠かせない国民健康保険、介護保険および後期高齢者医療事業。

また、吉川美南駅東口周辺地区の整備を行うための、吉川美南駅東口周辺土地区画整理事業があ
ります。
企業会計は、市が経営する企業の会計のことです。日々の生活には欠かすことのできない水道

事業および下水道事業があります。また、農業用排水の水質汚濁を防止する農業集落排水事業が
あります。

※企業会計において資本的収入が資本的支出に対し不足する額は、過年度分損益勘定留保分資金などで補填します。

歳入（収入） 63億8,019万５千円 増減率 0.5％減
歳出（支出） 62億 290万５千円 増減率 0.2％減

歳入（収入） 50億5,259万４千円 増減率 4.1％増
歳出（支出） 48億6,074万８千円 増減率 4.0％増

歳入（収入） 11億4,408万円 増減率 10.5％増
歳出（支出） 11億2,366万９千円 増減率 9.7％増

歳入（収入） 51億9,164万７千円 増減率 36.5％増
歳出（支出） 51億5,730万２千円 増減率 35.9％増

会計名 収　入 支　出

水道事業会計
収益的 19億2,971万１千円 15億9,205万１千円
資本的 6億9,785万円 10億3,029万円

下水道事業会計
収益的 16億8,687万５千円 15億3,540万８千円
資本的 8億7,885万円 11億8,132万３千円

農業集落排水事業会計
収益的 5,465万１千円 5,302万２千円
資本的 1,150万９千円 1,699万２千円

特
別
会
計

企
業
会
計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

吉川美南駅東口周辺地区土地区画整理事業特別会計
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News from Yoshikawa City Council No.211

◆
第
56
号
議
案
令
和
８
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

問
地
区
セ
ン
タ
ー
費
「
空
調
機
修

繕
費
」
昨
年
度
の
修
繕
時
に
一

緒
に
で
き
れ
ば
コ
ス
ト
が
下
げ

ら
れ
た
の
で
は
。

答
昨
年
度
補
正
は
貸
館
部
分
。
そ

の
後
共
用
部
に
不
具
合
が
生
じ

た
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
第
48
号
議
案
令
和
７
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

問
学
習
支
援
教
室
に
つ
い
て
、
開

催
場
所
変
更
の
成
果
は
。

答
通
い
や
す
さ
か
ら
参
加
率
が
上

が
っ
た
。

問
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
増
加
し

て
い
る
要
因
は
。

答
欠
席
の
分
類
上
、
病
気
に
含
ま

れ
て
い
た
も
の
が
不
登
校
に
分

類
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
増
。

問
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

通
室
に
よ
る
進
路
相
談
の
ば
ら

つ
き
は
な
い
か
。

答
生
徒
登
校
時
に
合
わ
せ
担
任
が

行
う
た
め
、
他
の
生
徒
と
同
様
。

賛
成
多
数
で
認
定

賛
成
全
員
で
可
決

◆
令
和
８
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問
基
金
繰
入
金
減
額
。
国
保
税
の

引
き
上
げ
は
過
大
だ
っ
た
の
で

は
。

答
今
後
も
被
保
険
者
数
の
見
込
み

と
の
乖
離
や
収
納
率
の
影
響
に

よ
り
基
金
の
状
況
は
変
わ
っ
て

い
く
。
適
切
で
あ
っ
た
と
考
え

る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
令
和
７
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

問
歳
入
の
う
ち
市
税
、
調
定
額
と

収
入
済
額
の
差
の
評
価
は
。

答
可
能
な
限
り
年
度
内
の
予
算
化

を
図
っ
て
い
る
が
、
歳
入
割
れ

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
あ
る
程
度

の
余
裕
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

問
吉
川
市
は
ひ
と
り
あ
た
り
国
庫

支
出
金
が
少
な
い
の
で
は
。

答
全
国
類
似
団
体
と
比
較
す
る
と

少
な
い
が
、
県
内
類
似
団
体
と

比
較
す
る
と
平
均
的
。
多
い
自

治
体
は
生
活
保
護
率
の
高
さ
な

ど
で
説
明
が
で
き
る
。

賛
成
多
数
で
認
定

こ
ど
も
教
育
常
任
委
員
会

◆
第
43
号
議
案
市
立
学
校
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問
教
育
委
員
会
で
統
廃
合
案
が
了

承
さ
れ
る
前
に
、
学
校
運
営
協

議
会
で
話
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

答
学
校
運
営
協
議
会
は
基
本
的
に

学
校
長
が
議
題
を
決
め
、
学
校

の
基
本
方
針
や
評
価
等
の
学

校
の
経
営
等
に
関
し
、
限
ら
れ

た
回
数
の
中
で
話
し
合
っ
て
い

る
。
今
後
は
円
滑
な
移
行
に

向
け
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
予

定
。

問
プ
ロ
セ
ス
に
疑
問
。
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
進
め
る
べ
き
で
は
。

答
様
々
な
意
見
が
あ
る
が
、
教
育

委
員
会
と
し
て
一
定
の
段
階
で

決
断
が
必
要
。
今
後
も
様
々
な

意
見
を
聞
き
一
緒
に
考
え
て
い

た
だ
き
、
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
進
め
方
を

展
開
し
た
い
。賛

成
多
数
で
可
決

総
務
健
康
常
任
委
員
会

◆
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

問
業
務
量
の
最
大
は
い
つ
頃
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

答
令
和
10
年
度
頃
に
業
務
量
が
最

大
と
な
る
見
込
み
。
以
降
は
定

員
適
正
化
計
画
、
財
政
状
況
を

踏
ま
え
必
要
最
小
限
度
の
職
員

体
制
を
目
指
す
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

問
歳
入
「
国
庫
支
出
金
・
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
」
事
業
に

よ
り
増
減
が
見
ら
れ
、
減
額
事

業
は
年
度
当
初
の
予
定
か
ら
縮

小
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
大
き
な

損
失
で
は
。

答
要
望
が
多
く
交
付
決
定
額
減
少

と
の
こ
と
。
報
道
等
で
通
常
通

り
の
補
助
率
で
の
交
付
見
込
み

と
考
え
る
。

委
員
会
審
査
概
要

市
長
提
出
議
案

戸田　馨　委員長
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建
設
生
活
常
任
委
員
会

◆
市
道
の
路
線
廃
止
及
び
認
定
に

つ
い
て

問
認
定
す
る
道
路
は
、
道
路
幅
員
、

交
通
安
全
施
設
な
ど
に
つ
い
て
、

整
備
基
準
を
満
た
す
も
の
か
確

認
し
て
い
る
の
か
。

答
職
員
が
現
場
立
ち
合
い
を
し
、

市
道
認
定
の
要
件
に
見
合
う
も

の
か
検
査
し
て
い
る
。
ま
た
、

整
備
後
に
道
路
の
一
部
が
破
損

し
て
い
な
い
か
な
ど
も
確
認
し

て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

【
農
林
水
産
業
費
・
農
業
振
興
費
】

問
地
域
農
業
構
造
転
換
支
援
事
業

費
補
助
金
の
対
象
者
と
支
援
内

容
に
つ
い
て
。

答
農
業
パ
ー
ク
に
参
入
す
る
事
業

者
一
者
に
対
す
る
補
助
金
。
な

お
、
法
人
で
あ
る
た
め
、
上
限

額
３
千
万
円
の
補
助
額
と
な
っ

て
い
る
。
内
容
は
、
イ
チ
ゴ
栽

培
ハ
ウ
ス
の
建
設
及
び
付
帯
施

設
一
式
と
な
る
。

【
土
木
費
・
道
路
新
設
改
良
費
】

問
吉
川
駅
北
口
改
修
事
業
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

答
令
和
８
年
度
は
、
令
和
７
年
度

の
工
事
を
繰
り
越
し
て
施
工
し

て
い
た
。
ま
た
、
令
和
８
年
度

工
事
は
、
西
側
駐
輪
場
前
の

シ
ェ
ル
タ
ー
と
歩
道
整
備
を
予

定
。
令
和
９
年
度
は
、
北
側
の

り
そ
な
銀
行
前
の
シ
ェ
ル
タ
ー

と
歩
道
及
び
有
料
駐
車
場
の
整

備
を
予
定
し
て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算

【
土
木
費
・
建
築
指
導
費
】

問
減
額
理
由
は
。

答
耐
震
診
断
３
件
、
耐
震
改
修
３

件
分
の
予
算
に
対
し
、
実
績
と

し
て
耐
震
診
断
１
件
だ
っ
た
た

め
。

【
消
防
費
・
減
災
費
】

問
食
料
等
の
備
蓄
は
、
発
災
か
ら

３
日
間
は
対
応
で
き
る
の
か
。

答
発
災
か
ら
３
日
間
程
度
を
基
準

に
備
蓄
を
行
っ
て
い
る
。
長
期

化
す
る
場
合
は
様
々
な
策
を
講

じ
る
。

賛
成
多
数
で
認
定降旗　聡　委員長

林　美希　委員長

表
現
力
、
判
断
力
、
問
題
解

決
能
力
な
ど
を
育
み
、
社
会
性

や
規
範
意
識
を
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
旭

小
学
校
の
児
童
数
に
つ
い
て
は
、

10
人
未
満
の
学
年
も
あ
る
こ
と

に
加
え
、
大
幅
な
児
童
数
増
加

も
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
地

理
的
条
件
や
今
後
の
児
童
数
の

推
移
を
踏
ま
え
、
令
和
10
年
４

月
に
近
接
す
る
関
小
学
校
と
統

合
す
る
も
の
で
す
。

市
が
設
置
し
て
い
る
小
学
校

は
、
旭
・
吉
川
・
三
輪
野
江
・
関
・

北
谷
・
栄
・
中
曽
根
・
美
南
の

８
小
学
校
で
す
。
市
全
体
の
児

童
数
が
減
少
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
も
旭
小
学
校
区
に
お
い
て

は
、
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150 年以上にわたり、地域の皆様が守り育て
てこられた旭小学校。その歴史への誇りと、統
合に対して寄せられた寂しさ、不安、そして反
対のお声を、真摯に受け止めてまいりました。
「これから 10年、20年を生きていく子どもた
ちにとって、何が本当に必要な教育環境なのか」。
集団の中でこそ育つ力があります。「複式学級」
は教育の選択肢を狭めてしまいます。
さらに単学級のままでは６年間クラス替えが
できず人間関係が固定化してしまいます。統合
の準備期間において安全なスクールバス運行や
通学路整備、旭小の活用等。今後も行政、議会
共に対話が必要です。この決断は、誠実で前向
きな選択であると確信しております。

SELECT吉川・自民・参政・維新・無所属
稲葉　剛治　議員賛 成

４つの論点に対し会派として考えを示した。児
童数の減少という客観的な状況や教育環境上の
課題への判断を先送りする間に、子どもたちが多
様な人間関係や学びを経験する機会が失われる
可能性がある。施行まで引き続き丁寧な説明を行
い、残る不安や懸念に向き合っていく。議論や
異なる意見表明は民主主義において大切なこと。
しかし、議論の中で生まれたさまざまな感情やそ
れら思いを子どもたちが背負うことがあっては
ならない。旭小学校の歴史に敬意を払い、その歩
みを心に刻みながら、次の時代を生きる子どもた
ちにより良い教育環境を引き継いでいく。これか
らの旭地区を地域の皆さまとともに考え新たな
価値をつくっていくことが重要。

未来会議よしかわ
戸田　馨　議員賛 成

●�吉川市立学校設置条例の一部を
　改正する条例� �������【６P・７P】
　反対討論６名　賛成討論３名　  

●�令和７年度一般会計決算�����【８P】
　反対討論１名　賛成討論２名　

●�令和７年度国民健康保険特別会計決算���【８P】
　反対討論１名　

●�令和７年度水道事業会計決算���【８P】
　反対討論１名　

◆吉川市立学校設置条例の一部を改正する条例

賛成・反対討論
児童数の減少を理由に旭小学校を関小学校へ統合す
る議案に反対します。児童数の減少と学校をなくすこと
は同じではありません。旭小学校は、明治6年に勝海
舟が名付けた郁文学校を源流とし、地域の子どもたちを
今日まで育ててきました。吉川の教育と歴史を象徴する
学校です。統合による教育環境の向上だけでなく、子ど
もたちの通学や生活への負担、地域とのつながりなど、
失われるものも含めた検証が必要です。また、学区の見
直しや小規模校の特色を生かすなど、統合以外の選択肢
を尽くしたのかも明らかではありません。保護者や地域
との合意形成も十分とは言えません。拙速な統合ではな
く、慎重な議論と検討を求め、反対します。

自由民主党吉川市議員団
松﨑　誠　議員反 対

反対理由は 3点です。①統廃合の当事者であ
る子ども達自身の意見が十分に聞き取られ、意
思決定に反映されたとは言えない点です。今年
２月の教育委員会会議で、初めて「旭小学校及
び三輪野江小学校の今後の在り方について」議
案が上がりました。この会議前に、子ども達の
聞き取りが行われたランチミーティングは１回
のみでした。検討の初期段階から子ども達に十
分な情報を伝え、統合案を 3つに絞る前から、
時間をかけて意見を聞く必要があったのではな
いでしょうか。②保護者や地域住民への説明・
意見聴取、合意形成が十分に尽くされたとは言
えない点です。③決定に至るまでのプロセスが
拙速で、議論の過程が不明瞭な点です。

平和市民クラブ
岩崎　小百合　議員反 対

旭小学校の統廃合案に反対討論しました。反
対理由は、①統廃合の前提となる学区審議会の
適法性が司法の場で争われていること、②こど
も基本法第 11条に基づく子どもの意見聴取が十
分でないこと、③国が推奨する住民への十分な
意向調査が行われず、3,755 筆の反対署名など
住民の声が反映されておらず、合意形成が出来
ていないこと、④旭小学校の不登校児童ゼロと
いう実績や教育環境を踏まえた小規模特認校な
ど代替案の比較検討すら行っていないことなど
です。議会は条例案を否決し、子どもと地域の
声を踏まえ、市全体の問題として最善の教育環
境を一から再検討すべきであり、そうすること
こそが政治の責任だと訴えました。

自由民主党吉川市議員団
吉川　敏幸　議員反 対
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吉川市教育委員会、吉川市政は、子どもたち
や保護者、住民の率直な意見を丁寧に聞き、審議、
協議内容を開示することが最低限求められます。
しかし、市がすすめる旭小の関小への統廃合の
進め方は、市民の理解を得るプロセスを踏んで
いません。アンケートも取っていません。「丁寧
な審議と公開」を求めて提出されたのが 3755
筆の「陳情書」です。
議会議員は、市民から負託を受け、市民の願

いを受け止め、市政をチェックし、市の判断や
市民が納得できない進め方をしていたらこれを
改めさせるのが役割です。
今回の議案は否決し、もう一度、市民の意向に

沿った丁寧な審議を教育委員会に求めるべきです。

日本共産党吉川市議員団
遠藤　義法　議員 賛 成

市は旭小学校統廃合の理由として、少人数だ
と「コミュニケーション能力が身に付きにくい」
としている。しかしこの言説にはエビデンスが
ないとも明言した。「旭小学校・三輪野江小学校
をそれぞれ関小学校・栄小学校に再編する案」
はどのような過程を経てまとめられたのか、記
録もなく不透明。しかも市長キャラバンや PTA
説明会で案を示した後の今年 2月、初めて教育
委員会で審議している。独立性・中立性が保たれ、
機能が果たされていると言えない状況。市の教
育大綱で「郷土を愛し」と言いながら、住民の
気持ちを蔑ろにしている。それで郷土を愛する
ことができるのか。愛せるような住民の理解・
納得の上の施策こそが求められている。

日本共産党吉川市議員団
雪田　きよみ　議員反 対

今回の進め方は丁寧さと公平性を欠いている。
教育委員会の熟議は見えず、市長部局主体の一
年間。アンケート要望を無視し、児童・住民の
意見聴取もパブリックコメントもないが、一自
治会だけは職員が私的に説明に参上。市は全体
的な学校配置の議論もなく、一学年 9人の卒業
前にと旭小学校の統廃合を急いだ。なぜか「令
和 10 年 4月からの統廃合」を忠実に守り、全
てが急かされた。教育委員会も学区審議会も 1
日限りの議論で決定。通学路の審議は未了のま
ま。教育委員会を前倒し、議会上程に滑り込ま
せる様。3755名の陳情、訴訟、児童の手紙等は、
この拙速な進め方の当然な結果だ。議論の量と
質を取り戻し、市民の信頼を回復するべきだ。

平和市民クラブ
岩田　京子　議員反 対

賛成の立場から議決にあたる議員との共有認
識をはかるため、議場で責任をもって発言する
べき議員の反対討論に対する討論をする。
①議案質疑や委員会審査での答弁と異なる内
容が反対の理由とされていた。②小規模校への
懸念事項に対して「小規模校を見下すよう」と
表し、その後に市内大規模校への懸念事項を述
べていた。それは「大規模校を見下している」
と取られてしまうのではないか。こうした上げ
足取りをしたいのではない。想像力を持って表
現に気を付けていただきたい。③県立高校の共
学化に対する意見書の賛否が引き合いに出され
ていたが、全く関係ない。
本質で議決にあたっていただきたい。

未来会議よしかわ
林　美希　議員反 対

　議員が付帯意見に対して賛否の意見を述べる「討論」の様子を、議会イン
ターネット中継（録画配信）でご覧いただけます。ＱＲコードから直接ご視
聴いただけます。

　本条例の可決にあたり、議員から以下のとおり「付帯意見」が提出され、その是非や実効性
をめぐって４名の議員による討論が行われました。

▲▲詳細はこちら詳細はこちら

「第43号議案　吉川市立学校設置条例の一部を改正する条例」
に対する付帯意見を可決

付帯意見 旭・三輪野江地域において、東中学校へ施設一体型小中学校一貫校の設置
を含め、将来にわたり持続可能な教育環境の在り方について検討すること
を求める。� 【賛成多数で可決】
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議会の議決を要する案件のことです。
議案は市長が提出するもの、議員が提
出するもの、および委員会が提出する
ものがあります。

議案に関係なく、市の行政全般につい
て、市長や教育長等の執行機関に対し
て見解を問う質問です。

議題となっている案件について、採決
の前に賛成か反対かの自己の意見を表
明することです。

議案を議決するにあたり、議会の希望
意見として付するものをいいます。

令和 7年 1月に起こった八潮市での下水道管
の陥没事故を受け、当市でも即座に点検作業が
行われた。また小中学校体育館の空調設備整備
が令和 7年度をもって全校完了となった事も評
価。学校教育では、校内スペシャルサポートルー
ムを中央中学校へ広げ不登校生徒を極力生まな
いような良好な環境作りをし、成果を生むこと
となった。物価高対応としては、低所得者や子
育て世帯への給付、事業者等、状況に応じた支
援が行われた。移動支援については、「吉川市地
域公共交通計画」が策定されたことで、地域の
力による意識の醸成が広がると期待。市民の幸
福実感の向上と、持続可能なまちづくりに向け
た取組みが進んだとして評価し賛成とする。

法令に準拠し適正に処理された決算と確認で
きた。「命を守る」取り組みについては共保雨水
ポンプ場の増強などの治水対策。「子どもの笑
顔を未来につなぐ」取り組みについてはこども
家庭センターによる切れ目ない支援体制の構築。
「誰もが輝くまちをみんなで創る」取り組みにつ
いて重層的支援体制の構築。「価値を高め、次世
代に継承する」取り組みについては農業パーク
基本構想の具体化、給食センター・環境センター
への再生可能エネルギー 100％電力導入。これ
らは一部だが、施政方針に掲げた「市民一人ひ
とりの幸福実感の向上」を基本理念とした各施
策の進捗、決算数値・審査結果を踏まえ、会派「未
来会議よしかわ」は決算を認定する。

公明党吉川市議団
大泉　日出男　議員

未来会議よしかわ
林　美希　議員

賛 成

賛 成 ◆令和７年度一般会計決算

◆令和７年度国民健康保険特別会計決算

◆令和７年度水道事業会計決算

市は、市民との協働でまちづくりを進めるとしています。
しかし、旭小を関小に学区編入する市の姿勢は、この協働
をないがしろにしています。市民から提出された丁寧な説
明を求めた「陳情書」は、このことを言い表しています。
議会で請願が採択された「高齢難聴者の補聴器購入助成」

は実施せず、高齢者配食サービスなどの高齢者・障害福祉
サービスの見直し、廃止を決めました。高齢者が生きがい
をもって安全にくらしていくための代替策を市は示してい
ません。
物価高の影響を受ける低所得者世帯への支援や市民への

きめ細かい物価高対策を講じ、誰一人取り残さないという
姿勢を貫くべきです。

令和７年度の税率改正の結果、63歳所得100万円、１
人暮らしの国保税は令和３年度の10万9,400円から12
万8,000円に17％引き上げられた。
4人家族で所得300万円の家庭は、44万 2,400円か

ら52万600円に7万8,200円、17.7％の引き上げ。所
得の12％が国保税。課税世帯に占める滞納世帯の割合は
11.7％である。令和9年度の準統一後の国保税は、4人家
族で令和7年度から6万円以上の引き上げが想定される。
市は「税負担の公平性を確保しつつ、国保を安定的に運

営することは重要」と答弁したが、これが公平で安定的と
言えるだろうか。社会的公平を実現することは、国・地方
自治体の責務である。市の姿勢は国や県の言いなりである。

令和 6年 10月から平均 24%の水道料金の引
き上げが行われました。料金改定の理由は、老
朽化した施設更新事業と石綿管の布設替えなど
です。令和７年度の予算額は、施設更新事業 4
億 9569 万 3000 円、配水改良費 5億 7367 万
3000円でした。しかし、未執行分の予算を来年
度に繰り越したとしても、石綿管の布設替えは
計画 1951 ｍに対し 785ｍの実施でしかありま
せん。料金引き上げで、市民負担が増えています。
財源を活用し、老朽化した施設や水道管の更新、
石綿管の布設替えを積極的に進めるべきと考え
反対します。

日本共産党吉川市議員団
遠藤　義法　議員

日本共産党吉川市議員団
雪田　きよみ　議員

日本共産党吉川市議員団
飯島　正義　議員

反 対

反 対

反 対

議会用語

議案

討論

付帯意見

一般質問
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◆降旗 聡 議員� ���������（10 ページ）
　●�市内の空き家は増加傾向、所有者は適切な
維持管理を

◆五十嵐 惠千子 議員�������（10 ページ）
　●�学校の規模・配置の適正化と東中学校を小
中一貫校へ

◆大泉 日出男 議員��������（10 ページ）
　●�災害時における応援職員の受け入れについて

◆加藤 克明 議員� ��������（10 ページ）
　●�８月 13日豪雨、「吉川美南地下道」の冠水
について

◆宮窪 雅一 議員� ��������（11 ページ）
　●�辺野古沖事故後の本市の平和教育、校外学習の確認

◆岩田 京子 議員� ��������（11 ページ）
　●�市民が政策決定の過程を知るための仕組みを

◆遠藤 義法 議員� ��������（11 ページ）
　●�中央中南押しボタン式信号機設置で安全対策を
　●�地域の公共施設、存続を

x

◆岩崎 小百合 議員��������（11 ページ）
　●�学校給食の充実とオーガニック給食の推進を

◆松﨑 誠 議員� ���������（12 ページ）
　●�原動機付自転車の廃車後の課税と市民への周知

◆雪田 きよみ 議員��������（12 ページ）
　●�在宅介護従事者の安全確保を

◆飯島 正義 議員� ��������（12 ページ）
　●�命を守る住宅の耐震化を早急に
　●�避難所となる体育館の空調整備を早急に

◆吉川 敏幸 議員� ��������（12 ページ）
　●�災害廃棄物処理体制の構築を

◆林 美希 議員� ���������（13 ページ）
　●��市民活動を支える補助交付制度の再構築に
ついて

◆戸田 馨 議員� ���������（13 ページ）
　●�職員の働き方、公務員として働く価値について
　●�人口減少時代のまちづくりについて

　一般質問とは、議員が広く自治体の事務一般
を対象として、執行の状況、将来の方針を執行
機関である市に問いただすものです。質問の範
囲は、市の行財政全般のほか、地域で住民生活
に密接している事項など多岐にわたっています。一 般 質 問

今定例会では、９月 16 日（水）、17 日（木）、
18日（金）の３日間にわたり 14 名の議員が登
壇し、市政課題への提言や質問を行いました。
主な内容を質問者が要約してお知らせします。

詳細は会議録をご覧ください。
会議録は、ホームページや市立図書館で閲覧
できますが、今定例会の会議録の提供は、12月
上旬となる予定です。

市政を問う

１日目 ２日目

３日目
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問 市内の空き家数と傾向について伺う。
答 総務省統計局が５年ごとに実施している「住宅・
土地統計調査」によると、賃貸・売却用の住宅な
どを含めた空き家の総数は、平成30年の 1780戸
から令和５年には 2670 戸と全国的な結果と同様
に増加傾向である。また、「利用目的のない空き家」
についても、平成 30年の 600 戸から令和５年の
790戸となっている。
　一方で、本市独自の空き家を把握する取り組み（市
民・自治会・市職員による情報提供）の結果、直近
の令和８年８月末時点で「利用目的のない空き家」
として101戸を確認している。
問 苦情や相談、その後の対応について伺う。
答 令和７年度における苦情や相談件数は全体で34
件。敷地内の除草や樹木の伐採が26件、建物の軽
微な一部損傷に関するものが２件など。
　また、苦情などを受理した後の対応は、現地調査
を実施。所有者を特定し、可能な限り直接訪問し、
適正な維持管理を依頼するとともに、利活用や売却、
除却など状況に応じた助言を行っている。

問 本市では令和６年３月に受援計画を策定してい
るが、計画の位置づけ及び対象業務は。
答 吉川市地域防災計画の下位計画としての位置づ
けとし、業務継続計画を補完するもの。
問 避難所運営、住家被害認定、罹災証明書交付、
被災者相談などについて、災害時に必要となる職員
数と、不足が見込まれる職員数を事前に算定してい
るのか。
答 受援シートがあり、業務内容に応じて各班ごと
に行われ、人手が足りない業務内容を適時に要請を
していく。
問 応援職員の受入れを統括する体制、執務場所、
通信環境、宿泊場所、各部局への配置等は整備され
ているのか。
答 状況による。統括班が担い、場所や通信環境を
提供し柔軟に対応をする。
問 熊本地震を受け本市の受援計画をあらためて点
検する考えは。
答 減災プロジェクト等をいかし平時からの研修を
含め、適時見直しをしていく。
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市内の空き家は増加傾向
所有者は適切な維持管理を

災害時における応援職員の
受け入れについて

問 公明党は、児童生徒のより良い教育環境確保の
ために、これまで地域に開かれた小中一貫校の設立
を推進してきた。①本市が目指す小中学校の適正規
模・配置の基本的な考え方は。②今後、分断を生ま
ないように、（仮称）北部・中央・南部地域学校適
正化協議会のような検討体制を構築することが重要
と考えるが、見解を伺う。③旭・三輪野江地域の教
育環境向上とコミュニティの核として、財政面では
計画的に基金を積み立て、東中学校を建て替え又は
大規模改修を加え、新たな時代にふさわしい「施設
一体型小中一貫校」にすべきと考えるが、見解を伺
う。
答 ①一定の学校規模を確保し、児童生徒の教育条
件改善の観点を中心に、良好な教育環境を将来にわ
たり確保することを基本に考えている。
②現時点では想定していないが、必要に応じて、ふ
さわしい協議ができるよう図っていく。
③現時点では想定していない。今後の児童生徒数の
推移を見ながら、将来にわたり良好な教育環境を確
保できる学校の在り方を検討していく。
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学校の規模・配置の適正化と
東中学校を小中一貫校へ

問 冠水状況、通行止め、車両の立ち往生は確認さ
れたか。また、冠水の原因は。
答 午後６時頃から午後７時 30分頃までの間に冠
水、下り線で１台車両が立ち往生。排水ポンプは正
常に稼働していたが、集水溝にゴミが堆積し冠水し
たと聞いています。
問 車両進入を防ぐため、側壁面などに反射材、高
輝度表示、自動遮断機、信号１つ手前で迂回を促す
掲示板の設置を考えては如何か。
答 「夜間でも視認できる浸水深表示」の設置につい
ては、ドライバーに視覚的に冠水の状況を知らせる
手段として認識しており、各自治体の取組みや実効
性など踏まえ、検討してまいります。
問 埼玉県公表の「アンダーパス冠水要注意箇所」
に位置付けされています。具体的な対策案を示し、
県と協議、調整をして行くことが重要であると考え
ますが如何か。
答 国においても、アンダーパス安全対策が進めら
れており、今後、国や県の動向や、ご提案いただい
た内容も踏まえ、協議を図ってまいります。
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８月13日豪雨、
「吉川美南地下道」の冠水について
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問 学校給食における有機農産物の活用推進に向け
た、生産から消費までの仕組みづくりについて伺う。
全国の学校給食で有機食品を利用する自治体は、令
和２年度の 123から令和６年度には 328へ増加。
本市でも、令和６年度から有機玉ねぎが使用されて
いる。オーガニック給食の先進自治体である大阪府
泉大津市では、令和７年度に「有機 JAS米」「特別
栽培米」を60％使用。農地が2.4％と少ないため、
農業連携協定を締結した自治体から購入している。
この事業で、農家が特別栽培米など、化学肥料や化
学農薬を減らした米を生産し始めた事例もある。本
市は農地が 40％もあり、生産地と消費地が近い。
市がビジョンを示すことで、若いチャレンジャーを
引き寄せることも可能ではないか。現状と今後を伺
う。
答 令和７年度の有機農業の耕作面積は 0.7％で、
米農家は全年代で減少。市がブランド化を先導して
きた「吉川のしずく」は価格が通常より高く、給食
費を充てることは難しいが、生産者・JA・市の思い
が一致した時には、使う可能性もある。

問 平和教育や校外学習の政治的中立性、教育課程
との適合性、安全管理について、市はどのように確
認しているのか。
答 毎年度、各学校に教育課程の編成状況の提出を
求めており、平和に関する各教科での授業も含めて、
学習指導要領や教育課程に沿ったものであるかどう
かを確認している。
　修学旅行や校外学習については実施前に校外行事
承認願いの提出を求めており、活動内容、緊急時の
体制、安全面での配慮を精査し承認、必要があれば
指導を行っている。さらに令和８年４月７日付け文
部科学省通知「学校における校外活動の安全確保の
徹底等について」を各学校に周知し、事前の実地調
査などにより行程の確認や、現地の最新の情報など
の把握に努め、安全に実施するために必要十分な情
報をあらかじめ確認することや、関係業者を利用す
る場合には関係業者に過度に依存することなく学校
が主体性を持って安全確保を徹底することなど各学
校に指導している。

問 市では重要な政策の審議・決定を政策会議で行
う。「忌憚のない意見交換」「審議内容が利益に関わ
る」等を理由に非公開で行われることには一定の合
理性がある。しかし、非公開会議にすることと、そ
の記録を将来にわたって非公開とすることとは別の
問題だ。市民は最終的な決定の報告を受けるだけで
なく、そこに至るまでにどのような検討や議論が行
われたのか知る権利がある。市民や議会が後から検
証できることが、行政の透明性及び説明責任の観点
から重要だ。一定期間経過後や政策決定・終了後の
公開の仕組みが必要ではないか。
答 政策会議においては、要点筆記による会議録を
作成している。公開・非公開に関しては、吉川市情
報公開条例に照らし、個別に判断、決定するため、
一定期間経過や政策決定などを理由に会議録を一律
に公開する仕組みはなく、予定もない。会議録は、
後年の検証のためでなく、決定事項や議論内容につ
いて構成員で認識を共有するため。 市は、決定し
た政策について、市民に適切に説明することで透明
性確保と説明責任を果たすと考えている。
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学校給食の充実と
オーガニック給食の推進を

辺野古沖事故後の本市の
平和教育、校外学習の確認

市民が政策決定の過程を
知るための仕組みを

問 中央中学校南、越谷吉川線の横断歩道予定箇所に
押しボタン式信号機設置を求める請願が賛成全員で採
択されたのが３年前です。吉川警察署は「加藤平沼線
に押しボタン式信号機が４か所あり、このうちの一
か所を外して要望箇所に移設する考え。どこを外す
か吉川市にボールを投げた。しかしボールが返ってこ
ない」と述べています。市の今後の対応を伺います。
答 移設の話は伺っています。加藤平沼線の交通量を
調査し、４か所の押しボタン式信号機の利用頻度な
どの調査を今年実施し、引き続き要望していきます。

問 旭・三輪野江地区の郊外、高齢化が進む市街地、
区画整理地の振興地域などの地域でも、現状の公共
施設を存続、新設する考えを伺います。
答 旭・三輪野江の郊外や市街地の公共施設は、コ
ミュニティの拠点となるよう維持し、機能的にも存
続と考えています。区画整理地でも公共施設が果た
す役割は重要であり、子育て・文化など公共サービ
スについて官民問わず、既存施設の活用も含め柔軟
に対応していきたい。
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中央中南　押しボタン式
信号機設置で安全対策を

地域の公共施設、存続を
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News from Yoshikawa City Council No.211

問 原動機付自転車を廃車し、ナンバープレートを
返納した後も、自宅に車両を保管していると課税さ
れるため、廃棄処分が必要との説明を受けたという
声があります。市の案内では、軽自動車税は毎年４
月１日現在の所有者に課税されるとされています。
そこで、①ナンバープレート返納と廃車申告は、そ
れぞれどのような意味を持つのか、②適正に廃車申
告をした後、自宅で保管しているだけで翌年度以降
も課税されることがあるのか、③自動車等にはある
一時的な使用中止の制度が、原動機付自転車にはな
い理由は何か、④市民が制度を誤解しないため、窓
口やホームページ等で、より分かりやすく周知すべ
きではないか伺います。
答 原動機付自転車は、廃棄や譲渡などにより所有
しなくなった場合等に廃車できます。所有したまま
保管する場合は廃車できず、一時的に使用を中止す
る制度もありません。市はホームページにＱ＆Ａを
掲載するとともに、窓口や納税通知書等で手続きや
課税の仕組みを分かりやすく周知していきます。
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原動機付自転車の廃車後の
課税と市民への周知

問 今年６月２日、川口市でケアマネジャーがご利
用者の家族に殺害されるという痛ましい事件が起き
た。厚労省は「複数人で訪問する場合の人件費・交
通費補助制度」を新設し、埼玉県は「居宅介護支援
事業所等における複数訪問費用補助金」を開始した。
県の補助金交付要領には、「概ね３か月で解決する
ように努める」と記されている。しかし実際には３
か月で解決できる困難事例は少なく、もっと複雑な
ことが起きている。
　厚労省は市町村に「必要な対策を積極的に講じる」
よう求めている。具体的な市の支援とは。
答 困難事例を１人で抱え込むのではなく、事業所
内で共有して問題解決に取り組んでいただきたい。
市はケアマネサロンを定期的に開催している。ケア
マネの情報共有や事例相談等の機会がある。困難事
例について他事業所の経験などから対応を考えるこ
とも、ひとつの大きな手段になると思っている。そ
ういった機会を設けながら、市も相談に乗ったり、
アドバイスをしたりしながら、そういった事件・事
故が起こらないように努めていく。
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在宅介護従事者の安全確保を

問 吉川市の建築物耐震改修促進計画では、非耐震
住宅を令和 12年度までに約 500戸減らす目標を
掲げています。石川県などで進められている手厚い
支援を参考に、耐震診断の自己負担の軽減や、耐震
改修への補助増額の考えを伺います。
答 これまでも補助額の引き上げや高齢者世帯への
加算等制度の拡充を行ってきました。耐震改修と建
て替えを選択される方との公平性等を考慮し、慎重
に検討していきます。

問 市内の小・中学校、総合体育館は、空調設備が
整っています。児童館ワンダーランド遊戯室の整備
は令和８年度設計、９年度設置予定となっています。
また、吉川美南高校体育館の空調整備は令和15年
度の予定です。避難所整備のためにも、空調設備の
前倒しの考えを伺います。
答 遊戯室は可能な限り早期に着工できるよう取り
組みます。吉川美南高校体育館については、埼玉県
に対し早期の整備を要望します。
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住宅の耐震化を早急に

避難所となる体育館の空調整備を早急に

問 ①市では、災害廃棄物の仮置き場を２ヶ所予定
しているが、十分と考えているのか。『埼玉県災害
廃棄物処理指針』には利根川氾濫による洪水で吉川
市では、総量 91,203 ｔの災害廃棄物がでるとさ
れている。②市全体を見て、第二最終処分場跡地の
駐車場などを災害廃棄物の仮置き場に検討してはど
うか。③仮置き場への搬入に時間がかかり渋滞とな
る。渋滞は迅速な復旧や支援物資の輸送にも影響が
出る。仮置き場での分別レイアウトが重要であるが、
案はあるのか。④各自治会に公園等の市有地を災害
廃棄物の地域の一時保管所として活用するルール作
りは検討していくのか。
答 ①２ヶ所の面積は 3.8ha、利根川の氾濫だと
8.2ha 必要だと想定されている。②東埼玉資源環境
組合が所有しているので、吉川市だけで出来るとは
考えていない。ただ、仮置き場は考えていかなけれ
ばならないが、見つからないのが現状。③仮置き場
の現場に即したレイアウト案はない。今後考えてい
く必要がある。④事例は把握している。災害規模、
状況に応じて考える必要がある。
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災害廃棄物処理体制の構築を
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問 協働事業提案制度の検証はどのように進められ
たか。
答 廃止し、未来ステップアップ助成金の活用を促
す。
問 市民提案制度は未来ステップアップ助成金で補
完できると考えるが、行政提案制度の機能はどう補
完するのか。
答 各担当部門で必要な事業があれば、関係する団
体に個別に投げかけ実施する。
問 補助金・交付金の各部署横断的な整理と考える
が、どのように進めるのか。
答 現状を把握するため統一の調査票を作成、109
の補助金を対象に庁内関係課に向け調査実施。令和
10年度予算編成に向けて精査・分析、他自治体の
状況や事例なども参考にしながら検討。
問 地域活動や地域のための単発事業を支援する制
度が必要ではないか。
答 地域活性化という視点から、市としてどのよう
な支援ができるのかについて、今後検討していく必
要があると考える。

問 人口減少時代の行政を支える職員をどう育て、
定着につなげるのか。支える職員の負担や貢献も含
め、働きがいや公務員としての価値を実感できる組
織づくりをどう進めるのか。
答 人事評価や業務の平準化、研修・キャリア形成
を通じて、職員の成長と貢献を支え、「働き続けたい」
と思える組織づくりに取り組む。

問 人口減少時代において、人口規模だけでは測れ
ない「幸福実感」「持続可能性」「地域分権」「社会
を開く」といった理念を、今後の行政運営にどう生
かし、次の世代にどのような吉川市を手渡していく
のか、市長の考えは。
答 人口の数字だけを追わず、市民の主体的な活動
と行政との共動を判断軸に、幸福実感と持続可能性
を高める。先送りされた課題に道筋をつけ、多様な
意見に向き合い、次世代が未来を描けるまちをつく
る。その理念を吉川市の文化・哲学として根づかせ
るまで力を尽くす。
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市民活動を支える
補助交付制度の再構築について

職員の働き方、公務員として
働く価値について

人口減少時代のまちづくりについて

　今定例会より、データやグラフを視覚的に表現す
るため、一般質問で議員が使用する資料が、議場モ
ニター・傍聴席モニターに表示されるようになりま
した。
　今後も誰もが分かりやすい議会運営に努めてまい
ります。
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News from Yoshikawa City Council No.211

令和８年９月定例会提出議案とその結果

【〇：賛成　×：反対　◎：議案提出者　退：退席　欠：欠席　議：議長（議決に加わりません）】
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� 会派名及び議員名
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≪市長提出議案≫

第42号 吉川市認可地縁団体印鑑条例の一
部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第43号 吉川市立学校設置条例の一部を改
正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 議 〇 〇 × × × × × 〇 〇 ×

―
「第 43 号議案 吉川市立学校設置
条例の一部を改正する条例」に対
する付帯意見

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 議 ◎ 〇 × × × × × 〇 〇 ×

第44号 吉川市職員定数条例の一部を改正
する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第45号 吉川市職員の勤務時間、休日及び休暇
に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第46号 市道の路線廃止及び認定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第47号 教育委員会委員の任命について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第48号 令和７年度吉川市一般会計歳入歳
出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第49号 令和７年度吉川市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第50号 令和７年度吉川市介護保険特別会
計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第51号 令和７年度吉川市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第52号
令和７年度吉川市吉川美南駅東口
周辺地区土地区画整理事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第53号 令和７年度吉川市水道事業会計利
益の処分及び決算の認定について

可決
及び
認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第54号 令和７年度吉川市下水道事業会計
決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第55号 令和７年度吉川市農業集落排水事業会計資
本金の額の減少及び決算の認定について

可決
及び
認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第56号 令和８年度吉川市一般会計補正予
算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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　市のホームページでは、会議の日程や意見書の全文、本会議の会議録、議会活動
などがご覧いただけます。
https://www.city.yoshikawa.saitama.jp/index.cfm/34,0,260,html

市立図書館・視聴覚ライブラリー・
中央公民館図書館・旭地区センター図書館・

議会図書室・市政情報コーナー

●�定例会（３月、６月、９月、12 月）と、必要
がある場合に開かれる臨時会があります。
●�本会議、委員会は、所定の受付簿に住所・
氏名を記入するだけで傍聴できます。

～会議録の冊子は
本会議・委員会ともに次の
場所で閲覧できます～

～市議会を
� 傍聴してみませんか～

＊�会派名、「セレクト」は「ＳＥＬＥＣＴ吉川・自民・参政・維新・無所属」、「共産」は「日本共産党吉川市議員団」、「公明」は「公
明党吉川市議団」、「平和」は「平和市民クラブ」、「自民」は「自由民主党吉川市議員団」、「未来」は「未来会議よしかわ」の
略です。「無」は会派に属さないものです。
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果

ＳＥＬＥＣＴ吉川 共産 公明 平和 自民 未来 無
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≪市長提出議案≫

第57号 令和８年度吉川市国民健康保険特
別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第58号 令和８年度吉川市介護保険特別会
計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第59号 令和８年度吉川市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第60号
令和８年度吉川市吉川美南駅東口
周辺地区土地区画整理事業特別会
計補正予算（第１号）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第61号 令和８年度吉川市水道事業会計補
正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第62号 令和８年度吉川市下水道事業会計
補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第63号 令和８年度吉川市農業集落排水事
業会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

≪議員提出議案≫

議提案�
第６号

売春防止法並びに風俗営業法を改
正し、性産業に対する実効的な法
規制強化を求める意見書

否決 × × × × × × 〇 〇 ◎ 議 × × 〇 〇 〇 × × × × ×

議提案�
第７号

多様な民意を歪める衆議院比例定
数削減に反対する意見書 否決 × × × × × × ◎ 〇 〇 議 × × 〇 〇 〇 × × × × ×
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News from Yoshikawa City Council No.211

12月定例会の予定�市の重要な施策や皆さんに身近な問題が審議されます

日 月 火 水 木 金 土

12 月２日
本会議

（開会日）

12 月３日
休会日

（議案調査）

12月４日
本会議

（議案審議）

12月５日
休会日

12月６日
休会日

12 月７日
委員会

（総務健康・こども教育）

12月８日
委員会

（建設生活）

12月９日
委員会

（請願審査）

12月10日
休会日

（委員長報告作成日）

12月11日
本会議

（委員長報告）

12月12日
休会日

12月13日
休会日

12月14日
本会議

（一般質問）

12月15日
本会議

（一般質問）

12月16日
本会議

（一般質問・閉会日）

・日程は予定であり、変更となる場合がございますので、ご了承ください。
・本会議は 10時、委員会は９時 30分に開会します。
・本会議の様子はインターネットでもご覧いただけます。
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